市民活動団体“はじめの一歩”助成金実施要領
１　目　的
市民活動団体“はじめの一歩”助成金は、社会福祉法人富士市社会福祉協議会（以下「社協」という。）が市民活動を始めようとする団体に対し、その設立等に係る経費の支援を行うことにより、富士市の福祉・文化・教育等の向上を図ることを目的とする。
２　対象団体
対象となる団体は、次に掲げる要件を満たす団体とする。
　（１）富士市内に活動拠点を有し、幅広く市民活動を始めようとする団体。ただし、設立後３年以内の団体は対象とする。

　（２）財政基盤が弱く、設立等に係る経費の支援を必要とする団体。
　（３）政治及び宗教活動並びに営利を目的としない団体。

　（４）当該年度、他の助成を受けていない団体。

　（５）過去に、市民活動団体“はじめの一歩”助成金を受けていない団体。
３　対象経費

　　対象となる経費は、別表に掲げるものとする。
４　助成金額
助成金額については、１団体につき１０万円を上限とし、対象経費の８割とする。ただ

し、助成金額に千円未満の端数が生じたときは、これを切り捨てるものとする。
５　申請方法
　　助成を希望する団体は、社協会長に以下の書類を提出することとする。

　（１）市民活動団体“はじめの一歩”助成金申請書（様式第１号）

　（２）実施計画書、収支予算書、会員名簿、会則又は団体の活動内容がわかるもの

６　募集方法

　　募集方法は、社協広報紙、ホームページ、その他適切な方法により行うものとする。
７　募集期間

　　募集期間は、募集方法により定めた期間とする。

８　審査及び決定

　　社協会長は、本事業の申請があったときは市民活動団体“はじめの一歩”助成金審査会に諮り助成金額を決定するものとする。ただし、予算の範囲内とする。
９　助成の標示
　　決定を受けた団体は、団体の紹介チラシやパンフレット、講演会等のチラシ、助成金で購入した備品等に、「富士市社会福祉協議会“はじめの一歩”助成金」を受けて実施した旨を標示することとする。
10　実施報告

　　決定を受けた団体は、事業完了後すみやかに下記の書類を提出するものとする。ただし、最終提出期限は２月末日までとする。
　（１）市民活動団体“はじめの一歩”助成金実施報告書兼助成金交付申請書（様式第２号）

　（２）領収書等の写し

　（３）助成の標示をしたチラシやパンフレットの写し、備品等の写真

11　助成金の交付
　　社協会長は、助成決定後１ヶ月以内に助成金額の１／２を交付し、実施報告を受けた日から１ヶ月以内に助成金額の残額を交付するものとする。

12　助成金の精算

　　助成を受けた団体は、助成金と実際に要した費用に精算すべき差額が生じた場合は、差額を除いた額を残額として交付するものとする。

13　助成金の返還

　　本要領に反する場合は、すみやかに助成金を社協会長に返還することとする。

附　則

　この要領は、平成２５年４月１日から施行する。
　この要領の施行に伴い、市民活動支援事業助成金実施要領は廃止する。

別　表

	項　　　目
	備　　　考

	報償費
	講演会等の外部講師・指導者への謝礼等

	交通費
	打合せ・研修会等に係る電車、バス代等

	消耗品及び原材料費
	１品につき１万円未満の物品

	図書購入費
	書籍代等

	印刷製本費
	チラシ等作成費、コピー代

	通信費
	郵便料金等

	保険料
	損害保険料

	賃借料
	施設使用料及び物品の借上げ費等
ただし、事務所等の賃貸料については対象経費から除く

	燃料費
	灯油代等

	備品費
	１品につき１万円以上の物品
ただし、５万円を限度とする

	研修費
	講座受講料、大会等の参加費等

	その他
	社協会長が必要と認めたもの
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